
学校番号 3005 

令和 3年度 工業科（電気系） 

 

教科 
工業 
(電気) 

科目 
電気技術実習 
（情報・電子） 

単位数 4 単位 年次 ３年 

使用教科書 電気実習Ⅲ（本校編集） 

副教材等  

1 担当者からのメッセージ（学習方法等） 

・PCや Raspberry Pi を使用してプログラムを作成、実行してその動きを学習します。 

・さまざまな電子素子や電子回路について学習します。 

 

2 学習の到達目標 

・2年生で学習した情報処理技術の内容を発展させ、電気技術者にとって必要となる 

発展的なコンピュータ利用技術を習得できるようにする。 

・本実習は例題演習や課題演習を中心に展開し、プログラミングに必要な基礎的知識を 

 習得できるようにする。 

 

3 学習評価(評価規準と評価方法) 

観

点 
a.関心・意欲・態度 b.思考・判断・表現 c.技能 d.知識・理解 

観
点
の
趣
旨 

・プログラミングや 

 各種電子回路等に 

 ついて興味、関心 

をもっている 

・各種実習（演習） 

 について主体的に 

 取り組んでいる 

・プログラミングや 

 各種電子素子等に 

 ついて、諸課題の 

 解決を目指して、 

 対処法等を適切に 

 判断できる 

・プログラミングや 

 各種電子回路等に 

 ついて、技術者と 

して基礎的な技術 

を身につけている 

 

・プログラミングや 

 各種電子回路等に 

 ついて、技術者と 

して基礎的な知識 

を身につけている 

・現代社会における 

 プログラミングや 

 各種電子回路等の 

 役割を適切に理解 

 できている 

評
価
方
法 

・実習への取り組み 

 状況（態度） 

・レポート 

・実習中の練習問題 

・実習中の課題 

・実習への取り組み 

 状況（態度） 

・レポート 

・実習中の練習問題 

・実習中の課題 

・発展課題への取り 

組み 

・実習への取り組み 

 状況（態度） 

・レポート 

・実習中の練習問題 

・実習中の課題 

・実習への取り組み 

 状況（態度） 

・レポート 

a～dの各観点に基づいて単元ごとを目安に評価し、年度末に各ショップの成績と合算のうえ 

5 段階評定で評価します。 

 

 



4 学習の活動 

学 

期 

単
元
名 

学習内容 

主な評価の観点 

単元（題材）の評価規準 評価方法 
a b c d 

前
期 

プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ 

１．配列 

  （1 次元・2 次元） 

２．ユーザ関数 

  （サブルーチン・再帰） 

３．Raspberry Pi との連携 

○ 

 

○ 

 

○ 

○ 

 

○ 

 

○ 

○ 

 

○ 

 

○ 

○ 

 

○ 

 

○ 

ａ：プログラミングについての 

  関心をもち、意欲的に取り 

組む態度を身につけている 

ｂ：基本的なコードの記述方法 

  や応用的なコードの記述に 

  ついて検討できる 

ｃ：プログラムを実際に記述し 

  その流れを正確に理解し、 

応用できる 

ｄ：プログラミングについての 

  知識と技術について理解を 

  している 

実習に取り組

む 姿 勢 ・ 態

度。 

レポート提出、

内容が適切に

理解されてい

るか。 

出 欠 状 況 な

ど。 

後
期 

各
種
電
子
回
路
等 

１．トランジスタ 

  （電力増幅・制御） 

２．サイリスタ 

  （電力制御） 

３．オペアンプ 

  （各回路の接続） 

○ 

 

○ 

 

○ 

○ 

 

○ 

 

○ 

○ 

 

○ 

 

○ 

○ 

 

○ 

 

○ 

ａ：各電子回路の動作原理、機能 

や役割に関心をもって、意欲 

的に取り組む態度を身につけ 

ている 

ｂ：各電子回路の動作について 

  理解し、各種制御の仕組み 

  が検討できる 

ｃ：各電子回路を具体的に取り 

上げ、動作や制御の仕組み 

について理解し活用できる 

ｄ：各電子回路についての知識 

  と技術について、理解して 

いる 

実習に取り組

む 姿 勢 ・ 態

度。 

レポート提出、

内容が適切に

理解されてい

るか。 

出 欠 状 況 な

ど。 

 

※表中の観点について   a:関心・意欲・態度    b:思考・判断・表現 

c:技能          d:知識・理解 

 

※ 年間指導計画（例）作成上の留意点 

   ・原則として一つの単元（題材）で全ての観点について評価することとなるが、学習内容（小

単元）の各項目において特に重点的に評価を行う観点（もしくは重み付けを行う観点）に

ついて○を付けている。 


